
 

 

 

 

 

市政記者クラブ加盟社 各位 

第 71回原敬記念館企画展 

「原敬
はらたかし

と司法省法学校の同窓たち」 
 

原敬は明治９年(1876)20 歳で司法省法学校(現東京大学法学部)に入学しました。同校は

司法官を養成する８年制の官費の学校でしたが、原は３年目に寮の食事の改善を訴える学

生運動に関わり、放校処分となります。原は他の退学者たちと励まし合い、自立の道を模索

して新聞記者となり、やがて官僚、政治家への道を歩んでいきました。 

本展では、原の司法省法学校入学から 150 年にあたることを記念し、同校入学から放校

処分までの経緯や共に学んだ同窓たちとの交友について紹介します。 

 

                    記 

 

【日 時】令和８年９月 12日(土曜日)～11月 23日(月曜日・祝日) 

     9時 00分から 17時 00分まで（入館は 16時 30分まで） 

【休館日】毎週月曜日(祝日の場合は翌平日) 

※10月 27日(火曜日)は臨時休館 

【場 所】原敬記念館小ホール 企画展示コーナー 

【内 容】主な展示資料 

・原敬「法学校時代断片」(原敬文書研究会「大慈会」蔵) 

原が司法省法学校時代を回想して記したもの。「無風流観梅記」「司法卿訪問」等、４編からなる。 

・陸羯南(中田実)書幅「登嶽三首之一」(弘前市立郷土文学館蔵) 
同窓のジャーナリストが、司法省法学校時代の富士登山を詠んだ漢詩。 

・原敬、加藤恒忠宛 国分高胤書簡 明治 19年(1886)9月 30日 (当館蔵) 

パリ公使館勤務の原へ、渡仏する知人を紹介した書簡。加藤(外交官)と 

国分(漢詩人)は、ともに同窓。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【費 用】一般 300円、高校生 200円、小中学生 100円 ※盛岡市内の小中学生は無料 

【主 催】原敬記念館（所管：盛岡市教育委員会）・公益財団法人盛岡市文化振興事業団 

 

盛岡市プレスリリース 
～輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡～ 

令和８年９月４日 

教育委員会事務局 

歴史文化課 

 

【問い合わせ先】 

原敬記念館 

指定管理者：(公財)盛岡市文化振興事業団 

担当：渡辺（わたなべ） 

TEL：019-636-1192 

 

写真「司法省法学校時代
の原敬ほか」  

明治 9 年(1876)秋 
(原昌彦氏蔵) 

加藤恒忠(拓川)宛 原敬書簡 
明治 30 年(1897)9 月 6 日 

(正岡明氏蔵) 

福本日南「原敬論」（原敬自筆追記） 
明治 41 年(1908)2 月・明治 42 年

(1909)7 月追記 (当館蔵) 



  



 


